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アクアレンジャーの使用量目安は、浴槽水 1ｔに対して 1ｔ用 1 セットです。 

 

 

気泡発生装置が設置してある浴槽は運転を停止して下さい。 

アクアレンジャーの袋を真ん中から折りたたみ、切り口を合せて

開封します（切りにくい場合はハサミをご使用下さい）。 

 

 

循環運転したまま浴槽底面１ヵ所に２剤の粉末が集まるように

ゆっくりと投入します。 

 

 

左記写真のように黄色い二酸化塩素が徐々に発生してきます。 

1 時間以上は循環運転をおこなって下さい。 

 

2011.7 一部改訂 

商品名 ： アクアレンジャー 

規  格 ： 1ｔ用～10ｔ用までの 10 種類 

推奨使用頻度 ： 1～2 週間に 1 回実施 

             ※各都道府県等の条例により異なります 

① 

③ 
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 ※二酸化塩素が菌と接触しなければ効果はありません。 

   

水位計 

 

ｱｸｱﾚﾝｼﾞｬｰ 

 

 

 

連通管 

  

 集毛器  ポンプ                  熱交換器 

 

 

 

             塩素注入             ﾊﾞｲﾊﾟｽ配管 

 

その他、「オーバーフロー回収溝及び回収槽」「ろ過機及び水位計等のドレン配管」「気泡発生装置系統の配管」 
「通常循環ライン以外の配管」などが危険部位となりますので、必要に応じて洗浄・消毒をおこなって下さい。 
 

 

 

   

   

 

 

 

 

 

 

 

 

    排水して下さい（オーバーフロー槽等も含む）。 

  河川・湖沼又は浄化槽へ直接排水する場合は必ず残留濃度を測定し、場合によっては排水前に中和処理して下

さい。 

 

 

 
浴槽 1 

 
浴槽 2 

 
ろ過機 

 

赤線部は特

に危険な部

位です。 

二酸化塩素

が行き渡る

ように工夫

してご使用

下さい。 

 
【簡易二酸化塩素濃度測定キット】 

循環運転 1 時間後に二酸化塩素濃度を測定します。 

レジオネラ菌対策としては、

となります。 

もし 1ppm 未満だった場合は、再消毒をおこなって下さい。 

特に天然温泉は二酸化塩素と反応する成分が多く含まれているため、

すぐに濃度低下することがあります。 

効果確認のために濃度測定をお勧め致します。 

※残留濃度が検出されない場合は、別途ご相談下さい。 



 

 

 

※水量が少ない閉所空間で使用すると、高濃度の二酸化塩素ガスが発生するため危険です。 

 

   

 ※弊社でも取扱いしておりますのでお問い合わせ下さい。 

 

ジェットやバイブラ等の気泡発生装置を使用している場合は、一旦停止してから消毒作業をおこなって下さい。

ジェット系統の配管内消毒をおこなう場合は、循環消毒中に 1分間程度運転（15～20 分に 1回）し二酸化塩素

を吸い込ませてから停止して下さい。 

※2～3 回繰り返し作業【室外待機・換気注意】 

 

湯張りの際に二酸化塩素が残留(浴槽水が黄色)している場合は、再度排水して下さい。 

※中和剤を過剰投入すると、新湯の残留塩素濃度がなかなか上がらないことがありますので排水をお勧めして 

 おります。 

 

  

 

※安価で高濃度二酸化塩素処理や過酸化水素洗浄・消毒がおこなえる専門業者をご紹介することもできます。 

 

  

※循環ライン以外に二酸化塩素が接触しない危険部位や死水箇所がある可能性があります。 

 有料となりますが、現場で危険部位（死水箇所）の特定をおこない、独自のマニュアル化も対応します。 

 

   製品は冷暗所、乾燥した通気の良い場所に保管して下さい。 

※開封後の商品は保管できませんので、必ず使い切って下さい。 

 

  ご使用前に必ず「アクアレンジャー作業マニュアル」「商品ラベル」「製品安全データシート」をよく読み、理

解してから作業をおこなって下さい。 

   ※自己流で使用方法を変更したりすると事故につながる可能性があります。 
 

 

 

 

 

 

 


